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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年8月9日(2012.8.9)

【公開番号】特開2010-115324(P2010-115324A)
【公開日】平成22年5月27日(2010.5.27)
【年通号数】公開・登録公報2010-021
【出願番号】特願2008-290282(P2008-290282)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月25日(2012.6.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数種類の識別情報を変動表示する変動表示部を備え、前記変動表示部に特定表示結果
が導出表示されたときに遊技者にとって有利な特定遊技状態に制御する遊技機であって、
　前記特定遊技状態に制御するか否かを事前に決定する事前決定手段と、
　前記識別情報の変動表示が開始されてから表示結果が導出表示されるまでに一旦非特定
表示結果となる特殊表示結果を仮停止させた後に変動表示を再度実行する再変動を１回ま
たは複数回実行する再変動表示パターンを含む複数種類の変動表示パターンから１の変動
表示パターンを選択する変動表示パターン選択手段と、
　前記変動表示パターン選択手段により選択された変動表示パターンに基づき、前記識別
情報の変動表示を開始してから表示結果を導出表示するまでの演出を制御する演出制御手
段とを備え、
　前記変動表示パターン選択手段は、前記再変動が実行された回数が多いほど前記特定表
示結果となる割合が高くなるように、前記事前決定手段による決定結果に基づいて、前記
複数種類の変動表示パターンから１の変動表示パターンを選択し、
　前記演出制御手段は、前記識別情報を停止させるときに前記特殊表示結果となる可能性
を予告する予告演出を実行する手段であって、実行する予告演出の種類に応じて前記特殊
表示結果となる割合が異なるように複数種類の予告演出のうちから選択して実行する予告
演出実行手段を含むことを特徴とする、遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　（１）　複数種類の識別情報を変動表示する変動表示部（演出表示装置９）を備え、前
記変動表示部に特定表示結果（大当り図柄）が導出表示されたときに遊技者にとって有利
な特定遊技状態（大当り）に制御する遊技機（パチンコ遊技機１）であって、
　前記特定遊技状態に制御するか否かを事前に決定する事前決定手段（図１６、図１９）
と、
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　前記識別情報の変動表示が開始されてから表示結果が導出表示されるまでに一旦非特定
表示結果となる特殊表示結果（チャンス目）を仮停止させた後に変動表示を再度実行する
再変動を１回または複数回実行する再変動表示パターン（擬似連１回～４回）を含む複数
種類の変動表示パターンから１の変動表示パターンを選択する変動表示パターン選択手段
（図２０）と、
　前記変動表示パターン選択手段により選択された変動表示パターンに基づき、前記識別
情報の変動表示を開始してから表示結果を導出表示するまでの演出を制御する演出制御手
段（図２７のＳ５５６、図２８～図２９など）とを備え、
　前記変動表示パターン選択手段は、前記再変動が実行された回数が多いほど前記特定表
示結果となる割合が高くなるように、前記事前決定手段による決定結果に基づいて、前記
複数種類の変動表示パターンから１の変動表示パターンを選択し（図９、図１０参照）、
　前記演出制御手段は、前記識別情報を停止させるときに前記特殊表示結果となる可能性
を予告する予告演出（チャンス目予告）を実行する手段であって、実行する予告演出の種
類に応じて前記特殊表示結果となる割合が異なるように（図４６（Ｂ）参照）複数種類の
予告演出（滑りパターン、特殊パターン、ボタン操作パターン、図柄キャラクタパターン
、図３８参照）のうちから選択して実行する予告演出実行手段（図４５のＳ６８７、Ｓ６
９３～Ｓ６９６、Ｓ７０７～Ｓ７１２、図４６）を含む。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　上記の遊技機における前記変動表示パターン選択手段は、前記変動表示の態様に基づい
て分類された複数種類の変動表示パターン種別（図９～図１１の変動パターン種別）のう
ちいずれの変動表示パターン種別に属する変動表示パターン（図９～図１１の変動パター
ン）を実行するかを決定する変動表示パターン種別決定手段（図２０のＳ１０３）と、該
変動表示パターン種別決定手段により決定された変動表示パターン種別に属する変動表示
パターンのうちから実行する変動表示パターンを決定する変動表示パターン決定手段（図
２０のＳ１０４、Ｓ１０５）とを含むものであってもよい。これにより、変動表示パター
ン種別を決定する手段により決定可能な変動表示パターン種別の数と、変動表示パターン
を決定する手段により決定可能な変動表示パターン数との組合せにより、多種類の変動表
示パターンを設定して選択的に用いることができるようになる。また、変動表示パターン
種別を決定する手段における種別決定の割合を変更するだけで、各変動表示パターン種別
に属する各変動表示パターンを選択する割合を変更しなくても、変動表示パターン種別ご
との変動表示パターンの出現割合を変更することができるようになる。これにより、変動
表示パターンに関し、実行可能とする変動表示パターン数の変更設定、および、変動表示
パターンの出現割合の変更設定が容易になる。したがって、遊技機の開発段階において、
変動表示について、実行可能な変動表示パターン数の設定、および、変動表示パターンの
出現率の設定をする際に生じる設定の制限を緩和することができ、これにより、遊技機の
開発段階における設計の簡素化を図ることができる。そして、このように設計を簡素化す
ることにより、遊技機の開発に関し、開発期間を短期化し、開発効率を向上させることが
できる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　（２）　上記（１）の遊技機において、遊技者が操作可能な操作手段（操作ボタン３０
）をさらに備え、
　前記変動表示部は、前記複数種類の識別情報を変動表示する変動表示領域を複数有し（
左，中，右の変動表示領域）、
　前記予告演出実行手段は、前記複数種類の予告演出のうち遊技者参加型予告演出（ボタ
ン操作パターン）を選択したときには、前記操作手段への操作を所定期間受付ける演出（
図３８（ｉ））を実行し、該所定期間中に前記操作が受付けられなかったときに、前記複
数の変動表示領域のうちいずれかが変動表示中でかつ変動表示していない変動表示領域の
識別情報が前記特殊表示結果の一部を構成しないが前記特定表示結果の一部を構成するリ
ーチ状態にする演出（図３８（ｊ））を実行する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　（３）　上記（１）または（２）の遊技機において、前記予告演出実行手段は、前記変
動表示パターン選択手段により選択された変動表示パターンに基づき前記識別情報の変動
表示を開始するときに、当該変動表示パターンにおいて仮停止する回数に応じて、表示結
果を導出表示するまでに実行する予告演出を選択する（図４５のＳ６９５、Ｓ６９６、Ｓ
７１１、Ｓ７１２）。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　（４）　上記（１）～（３）のうちいずれかの遊技機において、前記変動表示部は、前
記複数種類の識別情報を変動表示する変動表示領域を複数有し（左，中，右の変動表示領
域）、
　前記複数種類の識別情報は、キャラクタにより識別可能なキャラクタ識別情報（「１」
～「８」の演出図柄）を含み、
　前記予告演出実行手段は、前記複数種類の予告演出のうち前記キャラクタ識別情報によ
り実行される予告演出（図柄キャラクタパターン）を選択したときには、前記複数の変動
表示領域のうちいずれかよりも先に変動表示を停止する変動表示領域に前記キャラクタ識
別情報を停止させた後、当該キャラクタ識別情報のキャラクタを用いた予告演出を実行す
る（図３８の（ｄ）、（ｅ）参照）。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　（５）　上記（１）～（４）のうちいずれかの遊技機において、前記予告演出実行手段
は、前記識別情報の変動表示を開始してから表示結果を導出表示するまでに実行した予告
演出の組合せに応じて前記特定表示結果となる割合が異なるように、前記事前決定手段に
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よる決定結果に基づいて、前記複数種類の予告演出のうちから選択して実行する（図４６
（ｃ）参照）。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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